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概    要  
近年、情動発達障害の一因として、亜鉛欠乏が指摘されている。一方、情動発達には発育環境が重大
な影響を及ぼすことが知られている。本研究では、亜鉛欠乏が実験動物に対する離乳後社会的隔離





































































































(SS)-[77Br]BPBM を静脈投与してから 3 時間後、脳
組織を取り出して 20 μm 厚の脳切片を作成した。
脳切片を X 線フィルムに感光させ、画像解析装置
（FLA-7000、富士フイルム社製）で読み取り、同





LC: Locus coeruleus, Hip: Hippocampus, Tha: 
Thalamus, Hyp: Hypothalamus, Str: Striatum, 
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